
昭和 13年11月稲島県率、東方沖

地震津浪の調査.

鷺坂清信F 伊藤 1専

1.概説昭和 13年 11月 5日 17時 43分頃稲島懸東方沖に極めて大

規;肢が地震が設生し，彩しい徐震を伴った。此等の地震のうち本震は勿論， 5

日 19時 51分， 6日 17時 54分 7日 6時 39分， 14日 7時 31分， 22 

日 10時 14分頃の倉余震には何れも軽微乍ら津浪が伴って居る事が検潮儀記録

から認められる。各地に於ける津浪の最大金振幅は 1米程度で，岩手県率、て下に

於て臓の養殖柵の一部が流出し，茨城県芸下に於て設動機般の櫨綱が切断した等

の外は別段被害を生す;;~事たく，多くの人は策付かす=忙済んだゃうである。

上記数同の浮浪のうち 5日 17時 43分の地震及び同日 19時 51分の地

震に1'~~勺た津浪は記象が重複して二つを分離し得たいが，地震の規模から考へ

ても，叉内象上津浪の振幅が 21時乃至 22時頃可成り'設建してゐる事から考

へでも 19時 51介頃の地震には津浪を伴った事を確言υ子会。以下爾者を区

別したいが 5日 17時的介頃の地震に作った浮浪とあれば 10時 51分頃

の地震に作ったものと重複した健のもめを怒ら!ミする。

三営者等は地震後直ちに茨城・踊島・宮城・岩手等.の諮将、下に出張を命ぜられ

た。その際蒐集し得た検潮儀記象の複Ji;~v亡就て調査し?と事項をヨたに報告する。

2. '検潮儀記象の験測今同の地震の際，八戸，官占(岩手幌、);月涜， Wi

J 11，石巻，花淵，尾島一(以上宮城豚)，小名演(前日島，将)， lT:¥ rf:t，祝(以上茨城

県子、)に於て記録された津浪の記象の験iPJJ結果は第 1去に示す通いである O 去

中津浪の到達時刻K関しては 2-3分程度の誤差が合まれ符る。検潮儀記象中

地震動に依る水面動揺の震地震設現時の明瞭に認められ従って浮浪の始時の正

確に求め得るものがある O コむも水面の動舷ーは地震動の最大拡幅の庭で、記録せら

れたものであらうが， P波初動と最大動との時刻差はf;i'i々 1分程度であるか
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第 1表 昭和 13年 11月福島県系東方沖地震津浪験測表

i) 5日 17時 43分の地震に伴ったもの
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間つ地i且7主震迄F企のよ医1-時一り院律間一一

最大動初動
潜の週期|観測所
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iii)， 7日 6'時 39分の地震に仲ったもの

|Ki ぺ7.2u 1必 i三1350l-l+7l81-11i
'ふ名潰 7 041 24 1 ~' 17 35 1 50 1 (-)一 一 I 

iv)14日7時 31分の，地震に伴ヮたもの

|小名潰 |7判251J18判;-1(-)， 1 
v) 22日 10時J4分の地震に作ったもの

1 t1~ 名潰 i1051l371-l1149!23i ←)
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ちとの部分を地震設現時と見倣して大差たい。津浪始時は明瞭に上げ潮或は引

き潮となる所を探用する事と Lた。

地震後津浪の到達する迄に要する時聞は 3日のものに就ては小名演の 22分

が最も早く石念の 75分が最も遅よ:津浪の最大動は小名演以外は何れも 19

時 51分の地震の後で明かにこ問自の津浪の影響が見られる。最大杢娠幅は 5

日の浮浪に捻ては，花淵では 113粕!，小名演 107糎，鮎川 104糎，他は何

れも 1米以下である。 6日の津浪に於いては鮎川で 124糎，他は何れも 50

糎以下， 7-日の津浪に於ては鮎川で 124糎，小名演で 50糎，其他の検潮所

では殆ど津浪の記録を止めたい程度である。倫科目 7時 31分及び 22 日

10'時 14、分頃の地震に何さつた津浪では!j、名演に於て夫々最大杢振幅 71糎及

び 28糠を記Sました。

津浪の初動は今同調査した範閣では同ーの津浪に就ては杢部同じ符競を有す

る様である。印ち 5 日の津浪は金部上げ潮で始まれ 6 日の津浪は初動の験

inlJ可能た範園では杢部返き潮で始まって居るo 7日以後のものに就ては材料が

タ〈可明で、ある。 5 日の津浪の初動週期は月演以外は何れも約 20分， 6日のそ

れは験iWJし得る範閣では約 10分で各検潮所を遁じて大差がたいφ

最後に 5 日の津浪の各検潮所に於ける卓越週期を譲取った。之は記象中著

しい週期の山を数個乃至十数個平均したものである。

3. 昭和 8年 3月 3自の三陸大漕混との比較今岡の地震と耳目和 8年 3

月号日の三陸大地震とは地震の規模も震源の、位置も達ふが参考迄に二三の項

策 2表 昭和 8年 3月 3 日三陸津浪験測表

l 警警護語法j最大動|初 動
親測所|津浪始時卜一一「プーオ一一一一一「一一一|一・ l 

I ~寅測値 l 作間値l 時刻 i を振幅|振幅|週ー期
ト一一一一一一一一一E一一一一一一一一一一一一一一一一' トーー←一一一一一一l ー -i-----_-I

草分 l 分 5l- '1 時分| 、粍 i 現| 分

月漬 I 3 18 1 . 46 I 70 1δ. 30 1 150 ! + 15 1 .. 17 

鮎川 I 3. 05 I 33 1 - I ~ J2，' 1 150 l' +・ '5I 27 丸

尾 島 1 340・ 68.1，'-- 1 '--.. -c' l' -'-1 +' . 10 11 3.2 

説、 1 3. 03 1 30 1 ~. 1. 7 4070.1 + . 3.1. 14 

八戸 I'gωI . 38 I 89 I .---1---I刷 17

(1) 石巻検淘所は北上川河口より約.2100米上流にある。
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目に就τ比較する(第 2表は大部分関口・中野雨博士の報告及び宮部博士の

報告より斡載したものである).先づ地震後詩li.良の到達する迄の時間は，今同

の震源が宮古及び八戸以外は震源距離が近いに拘、ちゃ三陸津浪の場合よりも

e 遅い。海深を考慮すれば克もな事であらう O

ゴCに初動方向を比較するに 5.日の津浪ば三陸津浪の場合と同方向， 6日の

注illは反方向であ-るO 初動週期を三陸・ ir高島/堺、1'11爾津浪を共に観測した検潮所

.に就て比較すると三陸津浪花比べて 5日ーの津浪の初動遡期は平均約5分長く j

6日の津浪の初動捌議〈]'5分短いo

卓越週期を比較すると三陸津浪の方が概して短い様であるo

4. 三の考察繭島!衡中の地震に伴った津i良に就て二三の考察を試みよ

うO 光づ浮浪の始時に就て見るに，地震後津浪の到達する迄の時間は各津浪に

11くって多少異る場合があるo 1JiJへば小名演で、は 5 日及び 6 日の淳之良では何れ

も22分， 7日の計li.良で、は 24分を要し，鮎川では 5日の浮浪は 43分，"6日

の浮かミは 41介ァ 7日の行tjJミは 46分を夫々要してゐる。地震調査から震源、が

相営移動してゐる事が知られたが， i1tr.良の到達時間からも浪源、の移動してゐる

4fCが定性的に窺はれる。

洋?良の初動は 5 日の主it浪は全部上げ潮， 6 日の津浪l土全部引き潮で始って

ゐる。地震調査報告にも記載されてゐる如く 5日 17時 43分頃の本震と 6

Fl 17時 5，:1分頃の余震とではその夜震機構が違ふ。との事賓がi;1ti.良の記象か

」らも認められる事は興味のあるととである O 初動週期は 5日の浮浪では各検

潮所を通じて大約 20分， 6日の津浪では大約 10分である O 之から考へると

津浪者j動の週期は湾の国有振動遡期よりは寧ろj孝弘ミそのもの~ 3JM:jtJ3と密接危開

。係がある様である。

既に今迄にも試みられた如く震源とj良源とは
3

一致L，i孝弘ミは:長波の体ri号速度

りこレイgH ぐg は重力imi宝度， H は海深〉を以て進むものと仮定して Hu~;gens

の原理を用ひて津浪の波面を作関する(第 1国〉ム作固に際して海深は水路部

議行の海闘に依った。その際波商が震源からJ険湖所迄達するに要する時間を分

.で表はしたものを第 1表第 4行自に示す。との位は凡て寅測fl!J:よりも大きい。

ヨた.11::験潮所を浪源、として津浪が停掃すると仮定し同じく lluygensの原理を

く549) 



ー第 1 園

用ひて波面を作闘すれば第 2闘に示す如く何れも震源に達する事左くそれら

の包絡線で、包まれる部分は可成の康範聞にたる。之ば従来ロレ/語たる式

が浅海及び構内には‘適用せられ友い事に依ると考へられてゐるが叉浪源が可成

り庚o範閣に捺うてゐるとも想像せられ得る。

終に臨み御懇切なる御指導を賜った岡田憂長先生，本多博士どに厚く御漣巾上

げまず。 fllj記象複潟に関して種々御便宜を潤]奥へ下さった測候所及び検潮所の

方々に感謝致します。

( 550.). 



1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

包
種

俸

〆
〆

〆
〆

〆』

F4
F
 

-

ι551 ") 



ー十十|
嘗
ct 

堂。

4ロ

制、

一一一一ーーー一一司1"

一一ーー可ァ--g
¥ll. 

N

2

3

F

申

N

N

N

。N

s
d
u
k
n
&
ν
一
制
調
Q
邸
九
明
記
世
日
目
的

(

H

E

時
)

説
明
信
感
粧
鱗

SJ
走
'

L

判

断

議

噴

煙

R

口
砕
白
黒
笹

の・同。.N
将
。
.
N

く552) 

品
広
戸
由
。

保
0
・N



(
m
r
、
前
〉

〆

w・0

く553)



5日
18 20 

〈其のめ 5日17時 43分頃の地震に伴三コたもの
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ぐ其の7) 8日司 17r守 54分l:Jiの地震にf竿ヨたもの

ーマ日 (i時 39"分頃Uゴ地震に伴ったもの

昭手i114~ド 4 月 く中央銀象豪にて〉
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